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このフローチャートは、京浜港船舶津波対策協議会が策定した「津波に対する船舶対応要領一覧表」に基づき、津波
警報等が発表された場合の「着岸中の船舶」（小型船を除く。）の津波避難を想定して作成したサンプル版です。
利用する岸壁や船種・船型、それぞれの事業者・船舶が作成したマニュアルの内容等により対応が異なりますので、
フローチャートの作成にあたっては、個別事情を十分に考慮して下さい。

地震発生

＜津波避難フローチャート（横浜港・川崎港）＞ 【サンプル版】 監修 ： 第三管区海上保安本部

津波警報 津波注意報

津波来襲までに港外に避難する時間的余裕があるか？

タグ・水先人の支援なしで離桟できるか？

【強制水先対象船以外の船舶を含む全ての船舶が検討】

港外退避

陸上避難

陸上避難場所に避難できるか？

できない

係留避泊

できる

荷役・作業中止 荷役・作業中止

係留避泊港外退避

大津波警報

①「タグ・水先人の操船支援を受けられないことも想定
し、港外避難を行う体制を定める」【35ページ】

②「タグ・水先人の支援を得られないことを想定した、
出港操船手順を事前に検討」【36ページ】

「船舶運航事業者における津波避難マニュアル作成の手引き」
＜津波発生時の船舶避難態勢の改善に向けた検討会＞

【国土交通省海事局】（平成26年3月策定）

引波の影響で離桟困難な場合
係留避泊又は陸上避難も検討

陸上避難又は係留避泊
（係留限界等を勘案し

    原則として船長判断）

港外退避又は係留避泊（原則として船長判断）

（※注）状況によっては、タグ・水先人の支援なしの離桟（緊急避難）も想定されることから、操船支援の有無に応じた体制を検討しておくこと。

できる

なし

できる

（※注） タグ・水先人を確保することができるか？
できない

できない
強制水先対象船は、可能な
場合はタグ・水先人を確保
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